
 
 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に 

対
す
る
附
帯
決
議 

 

令

和

五

年

五

月

三

十

日 

参

議

院

経

済

産

業

委

員

会 

 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

安
全
確
保
を
大
前
提
と
し
た
原
子
力
施
設
の
研
究
や
運
営
・
保
守
管
理
、
廃
止
措
置
等
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
施
策
が
長
期
に

わ
た
っ
て
必
要
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
原
子
力
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
の
安
全
性
の
向
上
、
バ
ッ
ク

エ
ン
ド
事
業
の
着
実
な
実
施
等
に
事
業
者
が
確
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
人
材
の
確
保
及
び
技
術
の
維
持
・
強
化

等
に
向
け
た
事
業
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
。 

 

二 

原
子
力
規
制
委
員
会
及
び
原
子
力
規
制
庁
は
、
事
業
者
に
規
制
基
準
を
遵
守
す
る
よ
う
求
め
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
規
制
と
利
用
の

分
離
の
重
要
性
に
鑑
み
、
組
織
内
部
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
検
証
、
改
善
等
に
不
断
に
取
り
組
み
、
主
体
性
を
も
っ

て
制
度
の
運
用
に
当
た
る
と
と
も
に
、
そ
の
検
証
結
果
や
取
組
状
況
等
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

三 

原
子
力
事
業
者
が
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
投
資
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
安
定
的
に
そ
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
事
業
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
必
要
な
規
模
を
持
続
的
に
活
用
し
つ

つ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
図
る
中
で
、
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度
を
低
減
す
る
こ
と
と
し
た
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
。 

 

四 

今
後
、
三
十
年
を
超
え
て
運
転
す
る
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
、
長
期
施
設
管
理
計
画
等
の
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
原
子
力

規
制
委
員
会
の
業
務
が
増
大
す
る
中
に
お
い
て
も
、
再
稼
働
等
に
係
る
審
査
業
務
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
、
審
査
業
務
の
効
率
化
及
び
審
査
体
制
の
充
実
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
者
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切



 
 

か
つ
積
極
的
に
進
め
、
手
戻
り
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、
事
業
者
等
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
の
議
事
録
や
会
議
資
料
は
、
国

民
に
説
明
で
き
る
よ
う
、
整
理
し
、
保
存
に
努
め
る
こ
と
。 

 
五 
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
の
除
外
期
間
を
算
定
す
る
基
準
を
具
体
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
適
合
性

審
査
や
、
事
業
者
に
よ
る
産
業
全
体
の
取
組
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
科
学
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
等
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
分
か

り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
策
定
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

六 

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
は
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
本
格
化
し
て
い
く
廃
炉
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
特
に
、
廃
炉
に
伴
う
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
処
分
場
の
確
保
や
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
推

進
等
の
取
組
が
着
実
に
進
む
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
廃
止
措
置
や
廃
棄
物
処
分
に
係
る
規
制
や
作
業
管
理
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
事
例
等
を
踏
ま
え
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
解
体
作
業
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

七 

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
必
要
な
規
模
を
持
続
的
に
活
用
し
つ
つ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を

図
る
中
で
、
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度
を
低
減
す
る
こ
と
と
し
た
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
中
心
と
し
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
含
む
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
こ
と
。 

 

八 

法
令
違
反
を
行
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
対
す
る
交
付
金
相
当
額
積
立
金
制
度

や
、
同
計
画
を
認
定
す
る
際
の
事
業
者
に
対
す
る
住
民
へ
の
説
明
の
要
件
化
、
委
託
先
へ
の
監
督
義
務
の
創
設
な
ど
、
本
法
で
行
わ
れ

る
規
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
対
し

て
必
要
以
上
の
制
約
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
適
切
か
つ
柔
軟
に
制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
ま

た
、
景
観
・
環
境
へ
の
影
響
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
地
方
自
治
体
が
主
体
的
な
立
場
で
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
の
条
例
を
定
め
る
こ

と
等
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
い
、
地
域
社
会
と
の
調
和
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
む
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

九 

長
距
離
の
海
底
直
流
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
を
伴
う
系
統
整
備
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
工
事
費
が
巨
額
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
当
該

系
統
整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
技
術
面
の
課
題
に
伴
う
仕
様
の
変
更
、
利
害
関
係
者
と
の
調
整
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
の
発

現
等
に
よ
り
、
費
用
や
工
期
な
ど
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
、
事
業
者
が
負
担
す
る
事
業
費
の
増
大
等
の
リ
ス
ク
に
も
配
慮
し
、



 
 

事
業
者
の
予
見
性
を
高
め
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
向
け
た
系
統
整
備
費

用
の
負
担
に
つ
い
て
、
国
民
理
解
の
醸
成
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 
十 
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
経
過
後
の
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、

設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
、
早
急
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
一 

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
の
共
生
を
前
提
に
、
最
大
限
の
導
入
及
び
維
持
管
理
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
特
定
の
国
か
ら
の
調
達
に
依
存
し
て
い
る
現
状
を
早
期
に
是
正
す
る
た
め
、
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
を
は
じ
め
と
し
た
太
陽
光
発
電
に
関
わ
る
産
業
の
国
内
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
促
進
す
る
こ
と
。 

 

十
二 

カ
ル
テ
ル
事
案
や
顧
客
情
報
不
正
閲
覧
事
案
等
の
電
気
事
業
に
お
け
る
市
場
環
境
を
揺
る
が
す
事
案
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
安
定
供
給
と
の
整
合
や
災
害
等
へ
の
迅
速
な
対
応
等
を
含
め
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
影
響
や
課
題
等
を
検
証
し
、
発
電
、
送
配

電
、
小
売
事
業
の
在
り
方
や
電
気
事
業
法
等
に
お
け
る
法
令
遵
守
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置
の
強
化
、
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員

会
等
に
よ
る
取
組
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
。 

 
 

 

右
決
議
す
る
。 


